
第六次北本市総合振興計画基本計画策定の進め方

■基本構想部分の策定
令和７年 １月２１日 審議会（令和６年度第３回）

２月 ３日 基本構想（素案）の決定
２月１０日 パブリック・コメント

（～３月１４日）：意見提出１６件
１７日 市民説明会：参加者99名

（～３月８日）※８圏域の地区公民館にて実施
４月２５日 審議会（令和７年度第１回） → 基本構想（案）、答申案の決定
５月中旬 基本構想（案）の答申
５月下旬 議案送付（６月議会に上程）

資料４

■基本計画部分の策定

令和７年 ４月 ４日 基本計画策定ワーキンググループ設置
４月下旬～ ワーキンググループ、検討委員会、行政経営会議での検討
６月下旬～７月上旬 審議会（令和７年度第２回※書面開催）⇒政策１、２、５の検討部分
７月中旬～７月下旬 審議会（令和７年度第３回※書面開催）⇒政策３、４、６の検討部分
８月１８日 審議会（令和７年度第４回）
８月下旬 基本計画（素案）の決定
９月上旬 パブリック・コメント、市民説明会

１０月下旬 審議会（令和７年度第５回） → 基本計画（案）、答申案の決定
１１月上旬 基本計画（案）の答申
１１月中旬 議案送付（１２月議会に上程）
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総合振興計画の体系図は下図のとおりであり、「基本構想」「基本計画」「実施
計画」の３層で構成される。

基本構想

基本計画

実施計画

基本計画とは、
基本構想に示した政策を実現するための施策を具体化
するもの。

【計画期間】
・前期基本計画：令和 8年度～令和12年度（5年）
・後期基本計画：令和13年度～令和17年度（5年）

【計画の内容】※次ページ参照
政策に紐づく施策、施策の目指す姿、成果指標
施策を取り巻く環境変化と課題
基本事業、基本事業のねらい・目指す姿、指標

実施計画とは、
基本計画に示した施策・基本事業を実現するための事務事業
について、毎年度、計画の進捗状況を確認するための評価を
実施し、評価結果を予算編成等へ活用することで取組の実効
性を高めるもの。

【計画期間】１年 ※毎年見直し

■基本計画・実施計画の位置づけ
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■基本計画の内容

以下の内容で構成（参考：第五次後期計画）
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１ 重点事項や優先順位が明確で、実効性のある計画づくり

２ 実現性を確保した計画づくり

３ 時代の潮流や社会経済環境の変化等に対応した計画づくり

４ 市民協働による計画づくり

５ 市民にわかりやすい計画づくり

６ ＰＤＣＡサイクルによる適切な進行管理が行える計画づくり

７ 国及び県の政策並びに本市の個別計画との役割分担・整合を図った計画づくり

８ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進

９ その他
（第六次北本市総合振興計画策定方針より）

■策定における基本的な考え方
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■基本計画策定の流れ

基本計画

策定ＷＧ

Ａ

グループ

Ｂ

グループ

Ｃ

グループ

第六次北本市総合振興計画

前期基本計画（素案）

検討委員会

行政経営会議

審議会

第六次北本市総合振興計画

前期基本計画（案）
各政策に紐づく施策の決定
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令和７年４月～６月上旬

令和７年６月下旬～１０月下旬



■政策に紐づく施策（案）
政策１ こどもの成長を支えるまち
施策１－１ 子育て支援の充実
施策１－２ 支援を必要とするこども・家庭へのきめ細かな取組の充実
施策１－３ 母子保健とこどもに関する医療の充実
施策１－４ 学校教育の充実
施策１－５ 学校・家庭・地域の連携による教育の推進
施策１－６ こどもの権利の保障

政策２ 安心・安全で自然と共存する住みやすいまち
施策２－１ 道路、上・下水道、河川の整備
施策２－２ 防災・消防の充実
施策２－３ 交通・防犯対策の強化
施策２－４ 豊かな住環境の整備
施策２－５ 環境に優しいまちづくりの推進
施策２－６ バランスのある土地利用の推進

政策３ 健康でいきいきと暮らせるまち
施策３－１ 保健・医療の充実
施策３－２ 高齢者福祉の充実
施策３－３ 地域福祉の推進
施策３－４ 障がい者福祉の充実
施策３－５ 生涯学習・スポーツ活動の推進 5



政策４ 活力あふれるまち
施策４－１ シティプロモーションの推進
施策４－２ 地域産業の振興
施策４－３ 就労対策の充実
施策４－４ 文化財の活用・保護

政策５ みんなが参加し育てるまち
施策５－１ 平和と人権の尊重
施策５－２ 暮らしを支える地域活動の支援
施策５－３ 市民参画と協働の充実

政策６ 健全で開かれたまち
施策６－１ 適正な事務の執行
施策６－２ 効果的かつ効率的な行財政運営の推進
施策６－３ 市民との情報共有
施策６－４ 公共施設マネジメントの推進
施策６－５ 自治体ＤＸの推進
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■政策に紐づく施策（案）



■基本計画策定体制
●第六次北本市総合振興計画基本計画策定ワーキンググループの設置

・３グループで構成し、１グループごとに２つの政策について検討する。

・各グループで検討する政策は以下のとおり。
（Ａ）政策１ こどもの成長を支えるまち ＋ 政策３ 健康でいきいきと暮らせるまち

（Ｂ）政策２ 安心・安全で自然と共存する住みやすいまち ＋ 政策４ 活力あふれるまち

（Ｃ）政策５ みんなが参加し育てるまち ＋ 政策６ 健全で開かれたまち

・メンバー構成については、各課からＧＬ級の職員１名を指名する。（計29名）
構成案：政策推進部（３名）、総務部（３名）、市民経済部（４名）、福祉部（３名）、

こども健康部（４名）、都市整備部（４名）、教育部（４名）、
議会事務局（１名）、会計課（１名）、
選挙管理委員会・監査委員事務局（１名）、農業委員会（１名）
※育成の観点から、新任主査（1～3年目）の参加も検討

●ワーキンググループにおける検討スケジュール（案）

４月上旬

•計画策定研修

４月下旬

•第１回ＷＧ

５月中旬

•第２回ＷＧ

６月上旬

•第３回ＷＧ

基本計画

（素案）
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■基本計画策定ワーキンググループでの作業
・各施策・基本事業について、記載内容及び指標等（下図赤枠部分）について検討し、素案
を作成する。
・事務局にて各施策及び基本事業案を作成し、それを基に基本計画策定ワーキンググループ
の各グループにて検討する。
・指標については、現行計画と同様に原則、すべての施策・基本事業に設定することとする。
ただし、指標の設定が困難なものには、設けない場合もある。

【検討項目】

★施策部分
・施策の目指す姿（方向性）
・施策を取り巻く環境変化と課題
・成果指標

★基本事業部分
・基本事業名
・基本事業の目指す姿
・指標
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【第五次】

政策1 政策2 政策3 政策4 政策5 政策6

政策1 政策2 政策3 政策4 政策5 政策6

シティプロモーション

市民が重要視している順番

【第六次】

政策7 人口減少に対応するための
リーディングプロジェクト

人口の変化を踏まえたまちづくりの方向性
１ 定住人口の維持及び交流人口・関係人口の増加
２ 地域資源を活かしたまちづくり
３ 持続可能な行財政運営
※上記１～３に該当する施策・基本事業を「重点項目」とする

目指せ日本一、
子育て応援都市
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■【参考】政策の大綱（比較）
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